




反説2についての検圃

(1)「探究段階カード」の使用の徹底

探究活動をするためには,子どもたちが科学的な

論の進め方について理解しておくことが大切であ

る．そのために，具体的方法として「探究段階カー

ド」に重点をおき使用してきた．このカードを繰り

返し使っていくことで子どもたちは科学的に考え

る力を体で覚えていくと考えられる．

(2)子どもたちが心の底から疑問に思えるような導

入の工夫

子どもたちが身近な自然について心の底から疑

問に思えるように，導入において，具体的でイメー

ジしやすい疑問を設定した.すなわち,授業におい

ては，京町台地の火山灰に対して，「京町台地をつ

くっている火山灰はいったいどこから来たのだろ

う」という疑問を設定した．この疑問に対する評価

は，子どもたちが次の“予想”の段階でいかに活発

に意見を出すことができるかによって判断できる．

(3)予想においての話し合い活動

設定した疑問に対して予想をさせた.特に，勘で

予想するのではなく，「～だから～だと思う」とい

うように自分の生活体験から根拠を示しながら考

えさせた．このことにより，身近な自分の生活をも

とに疑問に対する予想ができ答えはこれではない

かという期待を抱きながら目的意識を持って実

験・観察に取り組むことができる．

ども達の予想とそ

(京町台地の火山灰はどこから来たのだろう”

金峰山（22名）

●ここから一番近いから

●金峰山は昔，活火山だったと聞いたから

阿蘇山do名）

●1回どこかで聞いたことがあるから

●阿蘇の噴火はすごいと聞いたから

●かなり深いところまで火山灰があり，大量の火a

灰が積もるには大規模で近い所での噴火が必要た

と思ったから

●噴火がまだあっているから
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雲仙（2名）

●遠くからでも飛んできそうだから

●｢島原大変，肥後迷惑｣という言葉があるから

桜島（2名）

●桜島は大きな火山だから，ここまで飛んできた

と思う．

●何回力噴火したときの火山灰が降り積もってい

るから

(4)方法を考えるための話し合い活動

予想を確かめるためにはその方法を考えな

ければならない.授業においては，あらかじめ指

導計画があるものの実際に行う実験や観察の方

法が子どもたちから自ずと提案されるように努

めた．今回は，「火山灰がどこから来たのか調べ

るためにはどうしたらいいだろう加という発問

を行い，それに対して，「火山灰を比較する」と

いう意見をだしてくれた．

(5)客観的なデーター収集のための工夫

作業をする際は，実験・観察の目的やそれに

対する自分の予想をしっかり念頭に置きながら

もデーターが主観的にならないように心がける

ようにしてきた．そのため，結果と考察の違い，

すなわち結果が客観的なデーターであるのに対

し,考察が結果から得られる自分の考えであるこ

とを明確に区分できるようにした.今回,データ

ーとして,子どもたちが取ったのは,①露頭のス

ケッチ,②京町台地の火山灰のスケッチ,③各火

山の火山灰のスケッチである.スケッチの際には，

気付いたことを言葉で書き込むなどの工夫を行

った．

学ぶf臓

曇瀧
露頭のスケッチの例



(6)疑問に対して根拠を明確にして結論をだすため

の考察の工夫

考察で最も大切なことは,実験や観察を始める前

に抱いた身近な自然への疑問に対して,集めたデー

ターからどのようなことが言えるか考えることで

ある．今回,疑問に対して根拠を明確にして結論を

だすために,具体的方法としてワークシートを穴埋

め形式にした．すなわち，「京町台地をつくってい

る火山灰はいったいどこから来たのだろう」という

疑問に対して，「京町台地に分布する火山灰は，

（）という理由から（）と同じである．

したがって，京町台地の火山灰は（）から来

たということができる.」という穴埋めの枠をつく

り，子どもたちの考察の的が外れていかないように

した.このような穴埋め形式で補助を何度力繰り返

せば;そのうち穴埋めの枠がなくても筋の通った考

察できるようになると考えられる．

撚螺蝿;灘撫;溌溌蜜

考察の例

反説馴患句聯定の検副

(1)発展的学習としての理科学習資料集〔熊本県版〕

の使用

探究活動によって,京町の火山灰が9万年前の阿

蘇から来たことが分かったあと，理科学習資料集

確本県版](p.7)を見て,阿蘇火山と京町台地の

関係について学習をした.このように探究学習から

さらに発展させ,資料を紹介することにより，子ど

もたちはより理解を深めることができる．

(2)自主学習レポート用紙の活用

身近な自然についての理解は,理科の授業の中だ

けではなく，日常から周りにアンテナを広げて，興

味を持って自らできるようにしたい．そのために，

自主学習レポート用紙を活用した.この自主学習レ

ポートを使って自分の身の周りのことを調べるこ

とで,自然と自分の生活との関係について考察する
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こともできると考えられる．

5研究の成果

辰禰7壷Z弱
授業後のり溌患の中には，「火砕流で生き埋めに

なっている生物がいるかもしれないから探して

みたい｣，「火山灰がすかすかであるのはなぜ力誘

べてみたい｣など新たな疑問を持った子どももい

た．

賑羅頭罰調
授業終了後の感想の中には，「阿蘇と予想して

いたが本当にそうだった｣，「金峰山と予想してい

たから結論が違ってびっくりした｣など予想を念

頭に置きながら目的意識を持って取り組んでい

る様子が見られた．

医師屋罰司
理科学習資料集く熊本県J板〉を使って，阿蘇火

山と京町台地の関係について学習をより深める

ことができた.また，自主学習レポート用紙を活

用することで,身近な自然に対するさらに深い理

解ができるようになった．
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